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英
一
蜂
『
画
本
図
編
』
の
周
辺
　
　
五
味
以
則
、
青
木
桃
渓
、
曾
我
蕭
白

馬
　
渕
　
美
　
帆

は
じ
め
に

宝
暦
二
年
︵
一
七
五
二
︶
正
月
刊
の
﹃
画
本
図
編
﹄
は
、
江
戸
の
画
家
・
英
一
蝶

の
画
を
弟
子
の
英
一
蜂
︵
一
六
九
一
︱
一
七
六
〇
︶
が
模
写
し
出
版
し
た
一
蝶
画
集

で
あ
る
。
そ
の
寛
延
四
︵
宝
暦
元
︶
年
五
月
の
序
文
の
筆
者
に
つ
い
て
、
執
筆
者
は

先
稿１
で
、
江
戸
の
儒
医
・
五
味
以
則
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
以
則
は
当
時
の
江

戸
の
俳
諧
文
化
に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
が
、
名
利
を
好
ま
ず
隠
遁
生
活
を
し

て
い
た
と
い
う
人
柄
の
故
も
あ
っ
て
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
以
則
に

つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
一
蜂
の
人
脈
を
考
え
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
。
本
稿
で
は
、

ま
ず
、
多
く
が
知
ら
れ
て
い
な
い
以
則
の
行
状
に
つ
い
て
、
一
蜂
と
の
関
わ
り
を
含

め
て
確
認
す
る
。

そ
の
上
で
、
江
戸
で
以
則
か
ら
親
し
く
俳
文
の
指
導
を
受
け
て
い
た
伊
勢
久
居
藩

士
の
俳
人
・
青
木
桃
渓
に
注
目
す
る
。
桃
渓
は
、
長
年
参
勤
交
代
で
久
居
と
江
戸
を

行
き
来
し
つ
つ
、
俳
諧
活
動
を
し
て
い
た
。
執
筆
者
は
以
前
、
別
の
先
稿２
で
、
京
都

の
画
家
・
曾
我
蕭
白
︵
一
七
三
〇
︱
八
一
︶
が
伊
勢
地
方
の
障
壁
画
な
ど
に
お
い
て

﹃
画
本
図
編
﹄
を
利
用
し
た
作
画
を
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
桃
渓
の
活
動

を
詳
し
く
見
る
と
、
彼
が
伊
勢
に
お
い
て
﹃
画
本
図
編
﹄
の
普
及
に
関
わ
っ
て
い
た

可
能
性
が
新
た
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
桃
渓
の
活
動
の
確
認
か
ら
こ

の
こ
と
を
指
摘
し
、
蕭
白
の
伊
勢
に
お
け
る
﹃
画
本
図
編
﹄
利
用
の
背
景
を
再
考
す

る
。

一　

五
味
以
則
に
つ
い
て
―
―『
画
本
図
編
』
序
文
筆
者

五
味
以
則
︵
一
七
〇
七
︱
六
〇
︶
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
る
所
が
多
く
な
く
、﹃
関

東
俳
諧
叢
書
﹄
第
二
十
六
巻
所
収
の
﹃
鶴
の
屋
ど
り
﹄
の
解
題３

と
、
雲
英
末
雄
編

﹃
江
戸
書
物
の
世
界
︱
︱
雲
英
文
庫
を
中
心
に
た
ど
る
﹄
所
収
の
﹃
李
撰
文
選
﹄・

﹃
続
李
撰
文
選
﹄
の
解
説４
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
、
明
和
九
年
︵
一
七

七
二
︶
八
月
嵐
山
序
・
安
永
四
年
︵
一
七
七
五
︶
秋 

来
之
跋
の
嵐
山
編
﹃
猿
利

口
﹄
に
載
る
五
味
以
則
の
情
報
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
彼
に
つ
い
て
は
こ
の
﹃
猿
利

口
﹄
と
﹃
李
撰
文
選
﹄﹃
続
李
撰
文
選
﹄
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に
加
え
、
い
く
つ
か

の
俳
書
に
そ
の
活
動
が
見
ら
れ
る
の
が
す
べ
て
で
あ
る
。
以
則
に
つ
い
て
の
基
本
事

項
と
し
て
、
や
や
煩
雑
と
な
る
が
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、﹃
李
撰
文

選
﹄﹃
続
李
撰
文
選
﹄
及
び
﹃
猿
利
口
﹄
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
述
べ
る
。

宝
暦
十
二
年
︵
一
七
六
二
︶
正
月
刊
の
甘
六
味
・
青
木
桃
渓
・
交
桜
編
著
﹃
李
撰

文
選
﹄
全
四
巻５
は
、
実
質
的
に
五
味
以
則
の
代
表
作
で
あ
る
。﹃
日
本
古
典
文
学
大

辞
典
﹄
に
は
﹁
六
味
・
桃
渓
・
交
桜
の
江
戸
の
三
子
が
桃
渓
の
有
李
堂
に
会
し
、
六
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味
の
指
導
で
作
文
に
遊
ん
だ
六
年
間
の
草
稿
を
、
交
桜
が
桃
渓
に
諮
っ
て
撰
び
、
撰

場
の
名
に
因
ん
で
題
し
た
俳
文
集
。﹂
と
あ
る６
。
巻
一
の
初
め
に
六
味
・
交
桜
・
桃

渓
三
人
の
序
文
が
あ
る
が
、
そ
の
最
初
の
﹁
甘
六
味
﹂
が
五
味
以
則
の
俳
号
で
あ
る

︵
以
下
、
本
稿
で
は
﹁
五
味
以
則
﹂
と
﹁
六
味
﹂
の
表
記
を
共
に
用
い
る
︶。
桃
渓
の

序
文
は
宝
暦
十
一
年
八
月
の
も
の
で
あ
る
。
序
文
の
後
に
目
録
が
あ
り
、
そ
の
後
に

桃
渓
・
交
桜
連
名
の
﹁
記
事
﹂
が
あ
る
。
巻
四
の
終
わ
り
に
皐
月
平
砂
に
よ
る
宝
暦

十
一
年
九
月
の
跋
文
が
あ
る
。
三
つ
の
序
文
と
﹁
記
事
﹂・
跋
文
、
特
に
﹁
記
事
﹂

か
ら
同
書
の
成
り
立
ち
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
桃
渓
と
交
桜
は
宝
暦
四

年
頃
か
ら
六
味
に
学
ん
で
作
文
し
、
同
八
年
か
ら
三
人
で
密
か
に
文
章
の
刊
行
を
計

画
し
て
い
た
が
、
六
味
は
病
気
が
悪
化
し
て
宝
暦
十
年
春
に
歿
し
て
し
ま
っ
た
。
六

味
の
遺
志
を
継
い
で
桃
渓
と
交
桜
が
刊
行
し
よ
う
と
し
た
所
、
六
味
の
子
で
あ
る
四

明
が
﹁
翁
ハ
生
涯
名
利
ヲ
イ
ト
ヒ
テ
隠
逸
ヲ
ム
ネ
ト
シ
ケ
ル
﹂
と
の
理
由
で
反
対
し

た
が
、
約
束
な
の
で
刊
行
す
る
、
と
い
う
。
ま
た
、
本
文
の
端
々
か
ら
、
桃
渓
と
交

桜
は
伊
勢
久
居
藩
士
で
あ
り
、
参
勤
交
代
で
の
江
戸
滞
在
中
に
六
味
に
俳
文
を
学
ん

で
い
た
こ
と
、
六
味
は
も
と
儒
医
で
、
か
つ
て
待
乳
山
の
麓
の
竹
門
に
住
ん
で
い
た

こ
と
、
五
十
歳
の
時
即
ち
宝
暦
六
年
に
川
越
の
三
芳
野
に
出
立
し
た
こ
と
︵
滞
在
期

間
は
不
明
。
な
お
、
同
年
桃
渓
は
五
十
五
歳
で
五
歳
年
長
︶
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
桃

渓
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
。﹃
李
撰
文
選
﹄
は
巻
四
の
奥
付
に
京
都
・

大
坂
・
江
戸
︵
三
軒
︶
の
書
肆
名
が
あ
り
、
三
都
で
販
売
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
奥
付
で
は
最
後
の
岩
井
屋
理
兵
衛
に
﹁
梓
﹂
と
あ
る
が
、
江
戸
の
出
版
許
可
記

録
﹃
割
印
帳
﹄
で
は
、
宝
暦
十
一
年
九
月
二
十
五
日
に
、
奥
付
で
江
戸
の
書
肆
の
最

初
に
名
が
あ
る
辻
村
五
兵
衛
を
﹁
板
元
売
出
﹂
と
し
て
許
可
さ
れ
て
い
る７
。

ま
た
、
六
味
・
交
桜
・
桃
渓
編
著
﹃
続
李
撰
文
選
﹄
全
四
巻８
は
未
刊
の
版
下
用
稿

本
で
、
巻
一
の
初
め
に
桃
渓
・
交
桜
二
人
の
序
文
が
あ
る
が
、
年
記
は
な
い
。
二
つ

の
序
文
か
ら
、
同
書
は
﹃
李
撰
文
選
﹄
の
続
編
と
し
て
、
六
味
を
含
め
た
三
人
の
俳

文
を
桃
渓
・
交
桜
が
撰
ん
で
編
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
か
ら
は
、
六
味
が
三
芳

野
に
招
か
れ
て
行
き
、
一
年
の
半
ば
は
﹁
柳
塘
﹂、
半
ば
は
三
芳
野
で
過
ご
し
て
い

た
の
で
二
遊
の
翁
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
多
病
に
つ
き
東
海
道
︵
以
西
︶
へ
の
旅

は
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
特
に
巻
四
の
﹁
十　

六
味
翁
誄　

桃

渓
﹂
か
ら
は
、
六
味
が
宝
暦
十
年
一
月
二
十
二
日
に
歿
し
た
こ
と
︵
歿
年
五
十
四

歳
︶、
医
者
の
家
に
生
ま
れ
た
が
市
中
に
隠
棲
し
、
柳
原
︵
他
の
文
章
で
﹁
柳
塘
﹂

と
表
現
さ
れ
る
。
万
世
橋
か
ら
浅
草
橋
に
か
け
て
の
神
田
川
南
岸
︶
の
辺
り
に
住
ん

で
い
た
こ
と
、
宝
暦
九
年
秋
か
ら
三
芳
野
に
遊
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
が
新
た
に
知
ら

れ
る
。
ま
た
、
巻
四
の
﹁
十
一　

甘
翁
誄　

交
桜
﹂
か
ら
は
、
六
味
は
柳
原
・
川
越

の
両
方
に
子
や
孫
が
い
て
世
話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
六
味
を
追
悼
す
る
文
章
や
、
桃
渓
六
十
歳
の
宝
暦
十
一
年
春
の
祝
い
の
文
章
な

ど
六
味
歿
後
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
先
の
﹃
李
撰
文
選
﹄
の
奥
付
に
﹁
続
李

撰
文
選　

近
刻
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
録
さ
れ
る
文
章
は
い
ず
れ
も
宝
暦
十
二
年

を
そ
れ
程
下
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
未
刊
で
あ
る
の
は
、﹃
李
撰
文

選
﹄
の
刊
行
が
四
明
の
反
対
に
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。﹃
続
李
撰

文
選
﹄
に
は
他
に
も
重
要
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章

で
述
べ
る
。

次
に
、﹃
猿
利
口
﹄
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に
つ
い
て
確
認
す
る
。﹃
蕪
村
全
集
﹄
第

八
巻
所
収
の
﹃
猿
利
口
﹄
の
解
題９
に
よ
る
と
、
同
書
は
、
江
戸
か
ら
上
洛
し
た
和
田

竹
護
︵
嵐
山
︶
が
明
和
九
︵
安
永
元
︶
年
ま
で
に
編
集
し
て
い
た
が
、
翌
年
に
歿
し

て
未
刊
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
彼
の
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
来
之
ら
が
刊
行
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
竹
護
は
、
長
水
︵
後
の
柳
居
。
佐
久
間
氏
。
一
六
八
六
︱
一
七
四
八
︶、

さ
ら
に
蓮
之
︵
後
の
珪
琳
。
松
木
氏
。
一
六
八
四
︱
一
七
四
二
︶
に
つ
い
て
い
た

が
、
二
師
の
歿
後
は
谷
口
楼
川
︵
一
六
九
九
︱
一
七
八
二
︶
門
に
入
り
、
明
和
七
年

に
上
洛
し
て
与
謝
蕪
村
一
派
の
句
会
に
熱
心
に
参
加
し
た
俳
人
で
あ
る10
。
安
永
元
年
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に
嵐
山
と
改
号
し
た11
。
な
お
、
楼
川
は
以
則
と
も
関
わ
り
が
深
い
俳
人
な
の
で
こ
こ

で
見
て
お
く
と
、
稲
津
祇
空
門
で
、
後
に
珪
琳
に
師
事
し
た
。
延
享
二
年
︵
一
七
四

五
︶、﹃
江
戸
廿
歌
仙
﹄
に
参
加
し
た
。
以
後
、
馬
場
存
義
に
従
う
。
妻
の
田
女
、
養

子
の
鶏
口
と
柳
原
土
手
下
に
住
ん
だ12
。

﹃
猿
利
口
﹄
の
嵐
山
の
自
序
に
、
同
書
は
、
彼
が
享
保
初
め
頃
か
ら
の
約
五
十
年

間
に
交
流
し
た
俳
人
達
か
ら
聞
い
た
句
を
記
し
た
も
の
だ
と
あ
る
。
同
書
の
﹁
東
武　

古
人
﹂
の
項
に
、﹁
瓜
の
蔓
に
茄な
す
び子

の
生な
リ
し
野
分
哉　

以
則
／
五
味
以
則
と
云
儒

医
也
。
多
病
に
し
て
、
東
武
所
〳
〵
に
ひ
そ
み
、
詩
文
章
を
た
の
し
み
、
将は
た

ば
せ

を
・
支
考
が
俳
文
を
し
た
ひ
、
尤
も
っ
と
も

た
く
み
に
し
て
、
和
文
章
東
武
に
多
し
。
ほ
句

は
長
ぜ
ざ
る
に
や
、
多お
ほ
く

聞き
か

ず
。﹂
と
あ
る13
。
同
書
で
他
に
俳
人
の
説
明
が
加
え
ら
れ

て
い
る
例
を
見
る
と
、
大
半
は
嵐
山
自
身
と
の
関
わ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

に
は
な
い
。
嵐
山
の
自
序
に
は
、
収
録
句
に
つ
い
て
、
疎
遠
な
人
の
句
は
少
数
し
か

覚
え
て
い
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
以
則
に
つ
い
て
の
説
明
も
﹃
李
撰
文
選
﹄

な
ど
を
元
に
し
た
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
俳
号
の
﹁
六
味
﹂
で
は
な
く
﹁
以

則
﹂
と
記
し
て
あ
え
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
こ
と
、
以
則
に
は
発
句
が
そ
も
そ
も

少
な
い
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
句
で
は
あ
る
が
以
則
と
一
定
の
親
交
が
あ
っ
た
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。﹃
猿
利
口
﹄
は
上
京
後
の
編
集
で
あ
る
た
め
、
嵐
山
が
、
以

則
は
江
戸
で
は
著
名
だ
が
上
方
で
は
馴
染
み
の
薄
い
人
物
で
あ
る
と
慮
っ
て
、
そ
の

重
要
性
を
知
ら
し
め
る
べ
く
解
説
を
加
え
た
か
と
思
わ
れ
る
。

と
も
か
く
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
以
則
は
儒
医
で

あ
り
、
病
弱
で
江
戸
の
あ
ち
こ
ち
に
隠
棲
し
な
が
ら
漢
詩
漢
文
を
楽
し
ん
だ
。
ま

た
、
松
尾
芭
蕉
や
各
務
支
考
の
よ
う
な
俳
文
に
優
れ
、
江
戸
に
多
く
遺
っ
て
い
る
。

発
句
は
得
意
で
な
か
っ
た
の
か
あ
ま
り
聞
か
な
い
。
こ
の
情
報
は
、
既
述
し
た
﹃
李

撰
文
選
﹄・﹃
続
李
撰
文
選
﹄
や
、
次
に
見
る
俳
書
か
ら
窺
え
る
彼
の
活
動
と
も
合
致

す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
俳
書
に
見
ら
れ
る
六
味
の
活
動
に
つ
い
て
、﹃
関
東
俳
諧
叢
書
﹄
に
よ
り

な
が
ら
確
認
し
て
お
く
︵
以
下
、﹃
関
東
俳
諧
叢
書
﹄
で
当
該
事
項
が
指
摘
・
掲
載

さ
れ
る
巻
数
と
頁
番
号
を
﹁
関
○
○
、
○
頁
﹂
と
表
記
す
る
︶。

ま
ず
、
寛
保
元
年
︵
一
七
四
一
︶
九
月
刊
の
富
岡
有
佐
・
平
砂
編
﹃
其
砧
﹄︵
桑

岡
貞
佐
七
回
忌
追
善
集
︶
下
巻
の
﹁
後
序
﹂
を
手
掛
け
て
お
り
︵
関
二
十
、
一
一
〇

頁
︶、
そ
の
末
尾
に
﹁
寛
保
辛
酉
之
秋
九
月
／
葛
飾
之
傍
邨
舟
堀
之
住
／
六
味
翁

誌
﹂
と
あ
る14
。
こ
の
頃
は
葛
飾
の
近
く
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
六

味
は
三
十
五
歳
だ
が
、
既
に
﹁
翁
﹂
と
名
乗
っ
て
い
る15
。
ま
た
、
寛
保
三
年
十
月
刊

の
訥
子
︵
初
代
沢
村
宗
十
郎
︶
編
﹃
置
土
産
﹄︵
関
二
、
一
四
七
頁
~
所
収
︶
は
、

訥
子
が
江
戸
か
ら
大
坂
に
戻
っ
た
際
の
送
別
句
集
で
、
江
戸
の
主
な
俳
人
が
名
を
連

ね
る
が
、
こ
こ
に
訥
子
と
六
味
に
よ
る
和
漢
句
の
首
尾
吟
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
六

味
に
よ
る
﹁
和
漢
首
尾
序
﹂
の
後
に
、﹁
和
漢
首
尾
章
﹂
と
し
て
、
訥
子
が
和
文
の

句
を
、
六
味
が
漢
文
の
句
を
順
に
詠
み
合
っ
て
い
る
︵
関
二
、
一
七
八
~
一
八
〇

頁
︶。
一
句
ず
つ
が
収
載
さ
れ
る
他
の
俳
人
達
と
は
異
な
る
、
六
味
の
立
場
が
窺
え

る
。
ま
た
、
延
享
二
年
︵
一
七
四
五
︶
刊
の
右
江
渭
北
編
﹃
む
か
し
道
﹄
に
跋
を
寄

せ
て
い
る
︵
関
二
十
、
一
一
七
頁
︶16
。
こ
の
後
の
宝
暦
二
年
︵
一
七
五
二
︶
正
月
刊

の
英
一
蜂
﹃
画
本
図
編
﹄
に
﹁
序
﹂︵
寛
延
四
︵
宝
暦
元
︶
年
五
月
︶
を
寄
せ
る
こ

と
に
な
る
。

宝
暦
四
年
冬
跋
の
仙
里
編
﹃
鄙
の
綾
﹄︵
関
二
十
六
、
一
九
頁
~
所
収
。
な
お
、

編
者
は
関
三
十
二
、
一
二
三
頁
で
仙
里
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
︶
は
、
坂
戸
の
仙
里

が
、
師
楼
川
の
子
・
鶏
口
の
来
遊
を
記
念
し
た
集
だ
が
、
こ
こ
に
一
句
を
寄
せ
て
い

る
︵
関
二
十
六
、
二
二
頁
︶。
同
書
に
は
一
蜂
が
、
仙
里
の
句
に
舞
踊
図
、
仙
花
の

句
に
鹿
図
の
挿
絵
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
宝
暦
六
年
春
刊
の
春
来
︵
二
世
青
峨
。

前
田
氏
︶
編
﹃
東
風
流
﹄
に
は
、
巻
三
の
祇
空
の
句
に
よ
る
脇
起
し
歌
仙
で
楼
川
の

次
に
﹁
烏
共
笑
烏
瓜
﹂
の
漢
句
が
載
り
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
︵
関
二
十
六
、
一
〇
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八
頁
︶17
。
な
お
、
同
書
巻
三
に
は
一
蝶
の
句
に
よ
る
脇
起
し
歌
仙
、
巻
四
に
は
一
蜂

の
句
に
よ
る
脇
起
し
歌
仙
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宝
暦
七
年
十
月
刊
の
秀
谷

︵
後
の
秀
国
。
寿
氏
︶
編
﹃
俳
諧
拾
遺
清
水
記
﹄︵
関
十
、七
五
頁
~
所
収
︶
の
﹁
序
﹂

を
手
掛
け
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
﹁
六
味
翁
秋
の
中
端
よ
り
み
よ
し
の
ゝ
里
に
あ
そ

へ
る
を
雁
の
よ
す
か
を
し
て
せ
ち
に
序
を
も
と
む
其
も
の
ま
め
や
か
な
る
に
感
し
て

寓
窓
に
筆
を
そ
め
侍
り
ぬ
／
六
味
／
丁
丑
之
冬
﹂
と
あ
る18
。
六
味
が
短
く
と
も
同
年

八
~
十
月
の
間
、
三
芳
野
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
に
は
一
蜂
が

﹁
舟
繋
松
﹂
の
挿
絵
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
宝
暦
八
年
九
月
刊
の
楼
川
編
﹃
八
百

里
紀
行
﹄
に
句
を
寄
せ
て
い
る
︵
関
二
十
六
、
一
〇
八
頁
︶19
。
ま
た
、
宝
暦
九
年
三

月
跋
の
仙
桂
編
﹃
鶴
の
屋
ど
り
﹄︵
関
二
十
六
、
一
〇
七
頁
~
所
収
︶
は
、
三
芳
野

の
仙
桂
が
、
昨
冬
、
庭
に
鶴
が
営
巣
し
た
の
を
賀
し
て
企
画
し
た
も
の
で
、
師
楼
川

の
﹁
序
﹂
と
、
楼
川
が
贈
っ
た
と
い
う
一
蜂
の
鶴
図
の
口
絵
が
載
る
。
同
書
巻
頭

に
、
六
味
や
仙
桂
ら
に
よ
る
首
尾
吟
が
載
る
が
、
前
書
を
伴
う
六
味
の
句
で
始
ま

り
、
そ
の
前
書
か
ら
、
六
味
が
仙
桂
宅
を
遊
鶴
巣
と
名
付
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
巻
末
に
は
五
味
貞
於
︵
春
桂
︶
に
よ
る
漢
詩
﹁
遊
鶴
巣
寿
歌
﹂
が
跋
代
わ
り

に
載
る
。﹃
関
東
俳
諧
叢
書
﹄
の
同
書
解
題
に
、
五
味
貞
於
は
医
師
で
詩
を
よ
く

し
、
縁
戚
か
も
し
れ
な
い
と
あ
る
が
、
春
桂
と
号
す
る
こ
と
か
ら
仙
桂
と
近
い
所
で

俳
諧
活
動
な
ど
も
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
六
味
は
三
芳
野
方
面
に

い
た
貞
於
を
頼
っ
て
同
地
に
滞
在
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
か
ら
以
則
の
活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
以
則
は
、
平
砂
な
ど
江
戸
座
の

俳
人
達
と
交
流
し
な
が
ら
俳
諧
活
動
を
し
て
い
た
が
、
句
そ
の
も
の
よ
り
も
、
俳
書

の
序
文
や
跋
文
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
句
は
漢
句
が
目
立
つ
。
ま
た
、
楼
川

や
特
に
川
越
近
辺
の
楼
仙
門
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
楼
仙
は
柳
原
土
手
下
に
住
ん
で

お
り
、
以
則
と
近
隣
だ
っ
た
の
で
親
交
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
以
則

は
遅
く
と
も
宝
暦
六
年
か
ら
は
毎
年
三
芳
野
に
滞
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、

川
越
近
辺
の
楼
仙
門
俳
人
と
の
交
流
は
そ
の
た
め
だ
ろ
う
。
楼
川
門
の
嵐
山
に
よ
る

以
則
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
る
に
、
俳
諧
に
お
い
て
楼
川
門
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ

そ
う
だ
が
、
そ
う
し
た
形
と
は
や
や
異
な
る
儒
者
の
立
場
で
俳
諧
活
動
に
関
わ
り
、

俳
人
達
か
ら
一
目
置
か
れ
て
い
た
人
物
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
次
章
で
詳
し
く
見

る
桃
渓
と
の
交
流
も
そ
う
で
あ
る
が
、
以
則
と
俳
人
達
と
の
主
要
な
交
渉
は
、
た
ま

た
ま
近
隣
に
住
ん
で
い
た
と
い
っ
た
地
理
的
な
要
因
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
さ

に
市
隠
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
以
則
の
人
物
像
が
窺
え
る
。

一
蜂
と
の
関
わ
り
を
見
る
と
、﹃
画
本
図
編
﹄
よ
り
後
で
は
、
以
則
の
句
や
序
文

が
載
る
俳
書
に
一
蜂
が
挿
絵
を
寄
せ
て
い
る
例
も
多
く
、
共
通
の
俳
人
達
と
交
流

し
、
近
い
所
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
は
、﹃
画
本
図
編
﹄
の
編

集
が
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。﹃
画
本
図
編
﹄
よ
り
前
に
は
、

以
則
と
一
蜂
は
、
片
や
︵
病
弱
も
あ
っ
て
︶
隠
遁
生
活
の
儒
医
、
片
や
英
派
の
人
気

絵
師
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
江
戸
の
俳
人
社
会
に
関
わ
っ
て
お
り
、
互
い
の
活

動
を
よ
く
知
る
間
柄
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、﹃
画
本
図
編
﹄
の
序
文

を
依
頼
す
る
程
な
の
で
一
定
の
面
識
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
同
書
の
序
文
が
書
か
れ
た

時
点
で
一
蜂
は
六
十
一
歳
の
大
ベ
テ
ラ
ン
、
以
則
は
四
十
五
歳
だ
が
﹁
翁
﹂
と
名

乗
っ
て
久
し
く
、
落
ち
着
い
た
風
格
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
執
筆
者
は
先
稿20
で
、

﹃
画
本
図
編
﹄
が
板
元
を
同
じ
く
す
る
大
岡
春
卜
﹃
和
漢
名
画
苑
﹄
の
体
裁
を
モ
デ

ル
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、﹃
和
漢
名
画
苑
﹄
に
倣
っ
て
儒
者
に
漢
文

の
序
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
を
企
図
し
た
時
に
、
当
時
、
俳
書
で
の
活
動
な
ど
で
、

江
戸
の
俳
人
社
会
で
目
立
っ
た
存
在
だ
っ
た
以
則
に
依
頼
す
る
こ
と
が
自
然
に
浮
か

ん
だ
の
だ
ろ
う
。﹃
画
本
図
編
﹄
で
は
、
以
則
の
江
戸
に
お
け
る
上
記
の
よ
う
な
儒

者
兼
俳
人
と
し
て
の
立
場
を
踏
ま
え
て
序
文
を
依
頼
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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二　

青
木
桃
渓
に
つ
い
て
―
―
五
味
以
則
と
の
親
交

次
に
、
以
則
か
ら
親
し
く
俳
文
指
導
を
受
け
た
伊
勢
久
居
藩
士
の
青
木
桃
渓
︵
一

七
〇
二
︱
七
九
︶
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
久
居
藩
は
津
藩
か
ら
分
か
れ
て
成
立

し
た
支
藩
で
、
い
ず
れ
も
藤
堂
家
を
藩
主
と
す
る
。
桃
渓
に
つ
い
て
は
、
岡
本
勝
氏

の
論
考
が
あ
り21
、
そ
こ
に
も
引
か
れ
る
﹃
続
三
重
先
賢
伝
﹄22

の
記
事
が
基
本
資
料
と

見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
高
野
尾
の
人
で
、
父
は
久
居
藩
藤
堂
高

賢
︵
執
筆
者
註
:
二
代
藩
主
高
堅
︶
に
仕
え
て
勘
定
方
と
な
り
、
長
男
の
桃
渓
は
徒

士
書
役
勘
定
役
を
経
て
総
締
と
な
り
出
世
し
た
。
賢
く
諸
芸
に
通
じ
て
中
で
も
俳
諧

で
有
名
と
な
り
、
来
訪
者
も
多
か
っ
た
。
安
永
八
年
︵
一
七
七
九
︶
八
月
七
日
に
七

十
八
歳
で
歿
し
た
、
と
い
う
。
総
締
︵
惣
〆
︶
は
、
久
居
藩
に
お
い
て
城
代
家
老
の

下
に
く
る
役
職
の
一
つ
で
、
吟
味
役
・
加
判
・
勘
定
を
取
り
ま
と
め
る
要
職
で
あ

る23
。
ま
た
岡
本
氏
は
、
桃
渓
と
津
の
藩
士
俳
人
・
茨
木
素
因
、
ま
た
久
居
藩
士
で
芭

蕉
の
弟
子
・
向
日
卜
宅
と
の
交
流
や
、
桃
渓
が
久
居
に
木
槿
塚
を
建
立
し
た
こ
と
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
卜
宅
は
延
享
五
年
︵
一
七
四
八
︶
に
九
十
二
歳
で
歿
し
た
が
、

桃
渓
は
二
十
八
年
に
わ
た
り
親
し
く
交
わ
っ
た
と
し
て
い
る
︵﹃
李
撰
文
選
﹄
巻
四

﹁
五　

卜
宅ノ

誄　

桃
渓
﹂︶
の
で
、
桃
渓
が
十
代
末
か
ら
卜
宅
な
ど
の
下
で
俳
諧
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

俳
書
に
見
ら
れ
る
桃
渓
の
活
動
に
つ
い
て
、﹃
関
東
俳
諧
叢
書
﹄
に
よ
っ
て
確
認

す
る
と
、
柳
居
門
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
主
に
柳
居
系
の
俳
書
に
載
る
。
桃
渓
が
柳

居
門
で
あ
る
こ
と
も
従
来
明
確
な
指
摘
が
な
い
た
め
、
確
認
し
た
例
を
以
下
に
列
挙

し
て
お
く
。

ま
ず
、
元
文
五
年
︵
一
七
四
〇
︶
末
刊
の
宋
阿
︵
早
野
巴
人
︶
編
﹃
辛
酉
歳
旦
﹄

に
二
句
︵
関
十
六
、
九
三
・
一
〇
三
頁
︶。
寛
保
三
年
︵
一
七
四
三
︶
五
月
刊
の
翠

紅
︵
柳
居
門
の
俳
人
︶
編
﹃
若
竹
笠
﹄
に
﹁
イ
セ　

桃
渓
﹂
と
し
て
一
句
︵
関
三
、

二
七
〇
頁
︶。
延
享
元
年
︵
一
七
四
四
︶
十
一
月
序
の
至
芳
・
瑞
葩
・
琴
吹
編
の
中

川
宗
瑞
追
悼
集
﹃
翌
の
た
の
む
﹄
に
、
柳
居
門
の
中
に
一
句
︵
関
四
、
一
四
四
頁
︶。

延
享
二
年
九
月
刊
の
沾
耳
編
﹃
梅
日
記
﹄
に
、
沾
耳
の
諸
国
餞
別
面
合
の
一
つ
と
し

て
﹁
伊
勢　

久
居
﹂
に
一
句
︵
関
七
、
二
五
二
頁
︶。
同
延
享
二
年
四
月
序
の
白
井

鳥
酔
︵
柳
居
門
の
俳
人
︶
編
﹃
月
次
発
句
﹄
に
﹁
勢
州　

桃
渓
﹂
と
し
て
一
句
︵
関

十
三
、
一
二
五
頁
︶。
延
享
四
年
六
月
序
の
古
川
秋
瓜
︵
柳
居
門
の
俳
人
︶
編
﹃
俳

諧
帰
る
日
﹄
に
﹁
伊
勢
連
中
﹂
と
し
て
一
句
、﹁
久
居
﹂
と
し
て
一
句
︵
関
十
三
、

一
九
〇
・
二
〇
一
頁
︶。
寛
延
元
年
︵
一
七
四
八
︶
十
月
刊
の
秋
瓜
編
﹃
星
な
な
く

さ
﹄
に
三
句
、
内
二
句
は
そ
れ
ぞ
れ
﹁
伊
勢
連
中
﹂、﹁
久
居
﹂
と
し
て
載
る
︵
関
十

三
、
二
一
〇
・
二
二
四
・
二
三
九
頁
︶。
宝
暦
二
年
︵
一
七
五
二
︶
八
月
後
序
、
同

四
年
？
刊
の
秋
瓜
編
﹃
鹿
島
詣
﹄
に
一
句
︵
関
十
四
、
三
六
頁
︶。

宝
暦
九
年
三
月
跋
の
仙
桂
編
﹃
鶴
の
屋
ど
り
﹄
は
、
六
味
の
句
や
一
蜂
の
口
絵
、

五
味
貞
於
の
漢
詩
な
ど
が
載
る
と
し
て
先
述
し
た
が
、
同
書
に
一
句
︵
関
二
十
六
、

一
一
四
頁
︶。
こ
の
後
に
、
宝
暦
十
二
年
正
月
刊
の
﹃
李
撰
文
選
﹄
が
く
る
。

明
和
元
年
︵
一
七
六
四
︶
末
？
刊
の
鳥
酔
編
﹃
は
い
か
ゐ　

玩
世
松
陰
﹄
に
﹁
春

興　

江
都
﹂
の
中
に
一
句
︵
関
十
、
二
四
五
頁
︶。
安
永
元
年
︵
一
七
七
二
︶
十
月

序
の
買
風
︵
柳
居
門
の
俳
人
︶
編
﹃
茶
の
花
見
﹄
に
﹁
久
居
﹂
と
し
て
一
句
︵
関
二

十
七
、
一
四
八
頁
︶。
以
上
が
、
今
回
俳
書
に
確
認
で
き
た
桃
渓
の
活
動
で
あ
る24
。

桃
渓
は
、
十
代
末
か
ら
俳
諧
活
動
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
俳
書
に
確
認
で

き
た
の
は
元
文
五
年
、
三
十
九
歳
時
が
最
初
の
例
で
あ
る
。
遅
く
と
も
こ
の
頃
か
ら

明
和
元
年
、
六
十
三
歳
時
ま
で
︵
あ
る
い
は
さ
ら
に
後
ま
で
︶
は
、
参
勤
交
代
で
一

年
毎
に
江
戸
と
久
居
を
行
き
来
し
な
が
ら
俳
諧
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

藩
務
に
よ
る
江
戸
と
の
往
来
が
い
つ
頃
ま
で
か
は
不
明
で
、
晩
年
は
久
居
で
過
ご
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
間
の
宝
暦
四
年
、
五
十
三
歳
の
頃
か
ら
、
江
戸
で
の
勤
め

の
合
間
に
交
桜
と
共
に
、
以
則
に
学
ん
で
俳
文
作
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
。
桃
渓
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の
江
戸
で
の
住
ま
い
は
向
柳
原
の
久
居
藩
上
屋
敷25
で
、
そ
こ
を
有
李
堂
と
称
し
て
い

た
が
、
近
隣
の
柳
原
在
住
の
以
則
と
交
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
、
以

則
は
江
戸
で
詩
文
・
俳
文
で
知
ら
れ
た
人
で
あ
り
、
一
蜂
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

以
則
、
桃
渓
、
交
桜
の
作
文
活
動
は
盛
り
上
が
っ
た
よ
う
で
、
宝
暦
八
年
に
は
、

三
人
で
俳
文
集
の
刊
行
を
企
画
す
る
ま
で
に
至
る
。
こ
の
計
画
は
他
者
に
は
秘
密
と

し
て
進
め
て
お
り
、
以
後
の
編
集
作
業
を
通
じ
て
、
三
人
の
関
係
性
は
一
層
深
く

な
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
桃
渓
が
宝
暦
九
年
三
月
跋
の
﹃
鶴
の
屋
ど
り
﹄
に
句

を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
以
則
と
の
親
交
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
。
以
則

と
交
流
を
深
め
る
中
で
、
桃
渓
は
ど
こ
か
の
段
階
で
、
以
則
が
序
文
を
書
い
た
一
蜂

﹃
画
本
図
編
﹄
や
、
続
編
の
﹃
英
氏
画
編
﹄
も
知
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
以
則
の
病
気
で
編
集
作
業
は
滞
り
、
つ
い
に
彼
が
宝
暦
十
年
一
月
に
歿
し
て

し
ま
う
。
桃
渓
は
悲
し
み
の
う
ち
に
、
同
年
か
ら
翌
十
一
年
に
か
け
て
交
桜
と
﹃
李

撰
文
選
﹄
を
編
集
し
、
宝
暦
十
一
年
八
月
に
桃
渓
の
序
文
、
九
月
に
平
砂
の
跋
文
が

完
成
し
て
い
る
。
宝
暦
八
~
十
一
年
頃
の
桃
渓
の
様
子
を
想
像
す
る
と
、
以
則
の
病

歿
を
間
に
挟
み
な
が
ら
、
文
芸
活
動
に
お
い
て
は
﹃
李
撰
文
選
﹄
の
編
集
・
刊
行
を

第
一
義
と
し
て
励
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
宝
暦
十
年
一
月
二
十
二
日
に
以
則
が
歿
し
た
直
後
、
四
月
二

十
八
日
に
一
蜂
も
歿
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
則
亡
き
後
に
そ
の
遺
志
を
継
い
で

﹃
李
撰
文
選
﹄
の
出
版
を
目
指
そ
う
と
す
る
時
、
以
則
が
序
文
を
手
掛
け
た
板
本
で

あ
る
一
蜂
﹃
画
本
図
編
﹄
は
、
手
本
と
な
る
書
籍
の
一
つ
と
し
て
も
重
要
だ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
桃
渓
が
手
元
に
置
い
て
参
照
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
以
則
の
知
友
の
一
人
で
あ
っ
た
一
蜂
が
以
則
に
次
い
で
亡
く
な

り
、
桃
渓
が
受
け
た
シ
ョ
ッ
ク
も
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。﹃
画
本
図
編
﹄
は

江
戸
の
故
人
達
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
て
、
桃
渓
に
と
っ
て
特
別
な
書
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

曾
我
蕭
白
の
『
画
本
図
編
』
利
用
と
青
木
桃
渓

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
曾
我
蕭
白
が
宝
暦
八
~
十
一
年
︵
一
七
五
八
~
六

一
︶
頃
と
明
和
元
年
︵
一
七
六
四
︶
頃
︵
あ
る
い
は
他
の
時
期
に
も
︶、
伊
勢
地
方

を
遊
歴
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
蕭
白
と
久
居
に
ま
つ
わ
る
伝
承
も
あ
る
。
ま
ず
、

蕭
白
が
十
二
、
三
か
十
四
、
五
歳
ま
で
久
居
の
米
屋
で
小
僧
を
し
て
お
り
、
そ
の
後

行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
が
、
何
年
か
後
に
京
都
で
画
家
に
な
っ
て
い
た
の
が
わ
か

り
、
米
屋
の
主
人
が
上
京
時
に
訪
ね
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る26
。
蕭
白
十
二
~
十
五
歳

は
、
寛
保
元
年
~
延
享
元
年
︵
一
七
四
一
~
四
四
︶
に
当
た
る
。
話
の
真
偽
は
不
明

だ
が
、
蕭
白
が
若
年
か
ら
久
居
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

ま
た
、
蕭
白
が
久
居
藩
主
の
命
で
金
屏
風
を
描
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
食
客
と

な
っ
て
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
上
、
家
老
に
催
促
さ
れ
て
よ
う
や
く
、
家
老
や
家
来
の

前
で
一
線
︵
乾
く
と
虹
の
絵
と
な
っ
た
︶
を
描
い
て
立
ち
去
っ
た
と
い
う
逸
話
も
あ

る
。
虹
図
屏
風
は
幕
末
ま
で
久
居
藩
主
の
珍
蔵
だ
っ
た
と
い
う27
。
こ
の
話
の
時
期
は

明
ら
か
で
な
い
が
、
仮
に
蕭
白
が
宝
暦
八
~
十
一
年
頃
に
伊
勢
を
訪
れ
た
折
だ
と
す

れ
ば
、
久
居
藩
士
の
桃
渓
は
五
十
七
~
六
十
歳
で
、
総
締
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る

要
職
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逸
話
の
細
か
い
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
虹
図
屏

風
が
幕
末
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
信
憑
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
久
居
藩
主
が
蕭
白
に

屏
風
絵
を
依
頼
す
る
こ
と
自
体
は
十
分
あ
り
得
、
そ
う
し
た
際
に
桃
渓
が
久
居
藩
家

臣
と
し
て
蕭
白
と
関
わ
り
を
持
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

執
筆
者
は
先
稿28
で
、
蕭
白
が
作
画
に
際
し
て
一
蝶
の
本
画
や
画
譜
の
図
を
参
照
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
中
で
、
彼
が
﹃
画
本
図
編
﹄
を
作
画
に
直
接
利
用
し
た
こ

と
を
具
体
的
に
示
し
た
。
同
書
は
蕭
白
が
明
和
元
年
頃
の
伊
勢
地
方
で
の
複
数
の
障

壁
画
に
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
伊
勢
旅
行
に
携
行
し
た
と
想
定
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
障
壁
画
へ
の
図
様
の
利
用
は
、
全
体
構
想
の
一
部
と
し
て
の
も
の
で
、
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作
画
の
便
宜
の
た
め
と
い
う
側
面
が
強
い
、
と
し
た
一
方
で
、﹃
画
本
図
編
﹄
も
含

む
一
蝶
画
の
、
掛
幅
画
等
へ
の
利
用
で
は
、
特
に
俳
諧
的
・
戯
画
的
な
一
蝶
画
を
モ

デ
ル
に
、
一
蝶
風
の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
と
し
た
。
蕭
白
の
伊
勢
地
方
で
の
大
画

面
絵
画
へ
の
﹃
画
本
図
編
﹄
利
用
の
意
義
に
つ
い
て
、
蕭
白
が
用
い
た
他
の
画
譜
と

同
様
に
、
原
本
の
筆
者
な
ど
に
拘
り
な
い
便
宜
的
な
使
用
と
捉
え
、
よ
り
小
画
面
の

作
品
へ
の
利
用
の
仕
方
と
分
け
て
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
見
て
き
た

よ
う
な
桃
渓
と
以
則
、﹃
画
本
図
編
﹄
と
の
深
い
関
わ
り
を
視
野
に
入
れ
る
に
至

り
、
こ
の
意
義
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
伊
勢
に
お
け
る
蕭
白
の
﹃
画
本
図
編
﹄
利
用

全
般
の
意
義
に
つ
い
て
、
再
検
討
す
る
余
地
が
生
じ
る
。
蕭
白
が
ま
さ
に
伊
勢
と
い

う
地
で
﹃
画
本
図
編
﹄
を
作
画
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
、
従
来
見
え
て
い
な

か
っ
た
積
極
的
な
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
伊
勢
に
お
い

て
、
蕭
白
と
﹃
画
本
図
編
﹄
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
、
桃
渓
の
存
在
は
極
め
て
重
要
と

思
わ
れ
る
。

執
筆
者
は
こ
の
度
、﹃
続
李
撰
文
選
﹄
に
次
の
重
要
な
記
事
を
見
出
し
た
。
巻
一

の
﹁
三　

七
福
神
ノ
辞　

桃
渓
﹂
の
中
に
、﹁
洞
津
の
武
子
・
徐
芳
子
﹂
が
﹁
こ
と

し
あ
ら
た
に
平
安
の
画
工
曽
我
の
何
某
に
需
め
て
正
三
五
七
九
の
五
節
に
節
季
候
を

摸
せ
し
め
て
六
軸
と
な
し
、
猶
は
た
是
に
好
士
の
賛
を
乞
て
こ
れ
を
家
の
青
氊
と
し

て
賀
節
の
宴
に
備
へ
ん
と
す
。﹂
と
あ
る29
。
こ
の
文
章
に
よ
る
と
、
洞
津
︵
津
︶
の

武
士
︵
津
藩
士
で
あ
ろ
う
︶
徐
芳
は
、
勤
務
の
暇
に
は
俳
諧
に
遊
び
、
伊
賀
上
野
出

身
で
芭
蕉
門
の
服
部
土
芳
の
一
族
で
あ
る
。
彼
が
、
京
都
の
画
工
・
曽
我
の
何
某
に

正
月
~
九
月
の
五
節
と
節
季
候
の
六
幅
を
描
か
せ
、
こ
れ
に
好
士
に
賛
を
し
て
も

ら
っ
た
も
の
を
家
宝
と
し
て
賀
節
の
宴
に
備
え
よ
う
と
し
た
。
数
が
六
つ
で
あ
る
の

が
嫌
な
の
で
、
桃
渓
に
文
辞
を
添
え
て
も
ら
っ
て
七
幅
と
し
た
い
、
と
依
頼
さ
れ
た

と
い
う
。
こ
の
文
章
が
成
立
し
た
年
は
不
明
で
あ
り
、
桃
渓
が
以
則
に
学
ぶ
中
で
書

か
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
宝
暦
四
~
九
年
の
間
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
も
う
少
し

幅
を
持
た
せ
て
、
宝
暦
四
年
以
降
、
同
十
二
年
を
そ
れ
程
下
ら
な
い
時
期
の
も
の
と

捉
え
て
お
く
。
こ
れ
は
、
宝
暦
八
~
十
一
年
頃
と
い
う
蕭
白
の
伊
勢
地
方
遊
歴
の
時

期
に
重
な
る
。﹁
曽
我
の
何
某
﹂
は
蕭
白
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
蕭
白
の
若
い

頃
の
画
業
を
知
る
新
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
か
つ
、
桃
渓
に
蕭
白
と
接
点
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
間
接
的
な
関
わ
り
だ
が
、
蕭
白

が
伊
勢
を
遊
歴
す
る
中
で
、
桃
渓
の
周
囲
の
俳
諧
を
好
む
武
士
等
の
注
文
を
受
け
て

作
画
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
桃
渓
は
一
年
毎
に
江
戸
に
行
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
蕭
白
の
伊
勢
滞
在
は
長
期
に
わ
た
る
の
で
、
彼
が
久
居
に
お
い
て
、
俳
人
と
し

て
著
名
で
あ
っ
た
桃
渓
本
人
と
面
識
を
得
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

宝
暦
八
~
十
一
年
頃
の
桃
渓
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
以
則
の
病
歿
を
間
に
挟
み

つ
つ
﹃
李
撰
文
選
﹄
の
編
集
・
刊
行
に
注
力
し
て
い
た
。
特
に
宝
暦
十
年
以
後
は
、

﹃
画
本
図
編
﹄
は
桃
渓
に
と
り
特
に
大
切
な
書
物
と
な
っ
て
い
た
と
想
定
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
以
則
や
一
蜂
が
歿
す
る
前
か
ら
、
伊
勢
に
お
い
て
も
江
戸
の
俳
友
達
を
偲

ぶ
も
の
と
し
て
、
桃
渓
が
知
友
の
間
で
﹃
画
本
図
編
﹄
や
、
あ
る
い
は
﹃
英
氏
画

編
﹄
も
鑑
賞
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
環
境
の
中
に
若
き

画
家
・
蕭
白
が
来
た
と
す
れ
ば
、
注
文
主
側
が
﹃
画
本
図
編
﹄
等
を
蕭
白
に
示
す
こ

と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
蕭
白
が
同
書
を
伊
勢
で
の
作
画
に
活
用
し
よ
う
と
す
る

こ
と
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
桃
渓
自
身
が
蕭
白
に
﹃
画
本
図
編
﹄
の
使
用
を
示
唆
し
た

と
想
像
す
る
こ
と
さ
え
不
可
能
で
は
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
証
拠
は
な
い
。
そ
れ
よ
り

も
、
蕭
白
が
伊
勢
で
武
家
等
に
出
入
り
す
る
う
ち
に
、
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
彼

ら
が
﹃
画
本
図
編
﹄
を
鑑
賞
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
鑑
賞
者
の
趣
味
に
応
え
る
意

味
で
、
同
書
を
伊
勢
で
の
作
画
に
活
か
す
こ
と
を
考
え
た
と
取
る
方
が
現
段
階
で
は

自
然
だ
ろ
う
。
蕭
白
が
同
書
を
伊
勢
で
知
り
、
そ
の
後
上
方
で
入
手
し
て
伊
勢
に
持

参
し
た
こ
と
も
あ
り
得
る
。
蕭
白
の
宝
暦
八
~
十
一
年
頃
の
伊
勢
に
お
け
る
作
と
わ

か
る
作
品
で
、﹃
画
本
図
編
﹄
を
利
用
し
た
も
の
は
現
在
の
所
見
出
せ
て
い
な
い
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が
、
蕭
白
は
明
和
元
年
頃
の
伊
勢
旅
行
で
は
各
所
で
同
書
を
活
用
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
背
景
に
、
桃
渓
ら
の
活
動
に
よ
る
、
伊
勢
に
お
け
る
﹃
画
本
図
編
﹄
受
容

が
あ
っ
た
可
能
性
を
新
た
に
想
定
し
た
い
。
同
書
は
、
江
戸
と
の
関
わ
り
が
深
い
伊

勢
の
俳
人
達
に
よ
り
、
江
戸
の
俳
諧
文
化
の
雰
囲
気
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
し

て
喜
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
蕭
白
の
伊
勢
で
の
作
品
に
お
け
る
﹃
画
本
図
編
﹄
の
図
様
の

利
用
は
、
大
画
面
絵
画
・
小
画
面
絵
画
に
拘
ら
ず
、
基
本
的
に
一
蜂
﹃
画
本
図
編
﹄、

ひ
い
て
は
一
蝶
風
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
だ
っ
た
、
と
改
め
て
想

定
し
た
い
。
た
だ
し
、
大
画
面
絵
画
で
は
、
部
分
的
に
用
い
ら
れ
た
そ
う
し
た
図
様

が
む
し
ろ
挿
話
的
に
一
蝶
風
の
要
素
を
呼
び
込
む
働
き
を
し
て
お
り
、
小
画
面
絵
画

に
お
け
る
よ
う
に
作
品
全
体
を
支
配
す
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

執
筆
者
は
先
稿30
で
、
蕭
白
が
活
動
し
た
伊
勢
や
上
方
・
播
磨
の
俳
諧
文
化
に
お
い

て
、
芭
蕉
と
一
蝶
の
繋
が
り
を
背
景
に
、
一
蝶
画
が
珍
重
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
想

定
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
桃
渓
が
師
事
し
た
柳
居
は
、
美
濃
派
や
伊
勢
派
な
ど

と
の
深
い
関
わ
り
を
持
ち
つ
つ
、
江
戸
で
芭
蕉
風
の
俳
諧
を
広
め
た
俳
人
で
あ
る
。

桃
渓
の
文
章
等
に
も
芭
蕉
へ
の
意
識
は
強
く
、
伊
勢
や
上
方
・
播
磨
で
、
蕉
風
復
興

運
動
の
高
ま
り
の
中
で
一
蝶
画
が
評
価
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
自
体
は
あ
り
得
べ
き
こ

と
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、
桃
渓
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

江
戸
俳
壇
に
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
江
戸
俳
壇
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら

活
動
し
て
い
た
俳
人
達
が
多
数
い
る
。
特
に
こ
う
し
た
俳
人
達
の
間
で
、
一
蝶
画
や

一
蜂
な
ど
英
派
の
画
は
、
一
蝶
と
芭
蕉
と
の
繋
が
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
よ
り
直

接
的
な
意
味
で
、
江
戸
俳
壇
の
匂
い
を
強
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
見
通
し
の
下
に
、
今
後
、
具
体
的
な
事

例
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
い
検
討
を
行
い
た
い
。

附
記調

査
に
当
た
り
、
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
た
︵
五
十
音
順
︶。
註
に
書
く

際
に
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
各
サ
イ
ト
の
最
後
に
記
す
略
称
を
用
い
た
。

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︵https://dl.ndl.go.jp/

︶

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵https://kotenseki.nijl.ac.jp/

︶

﹇
新
日
本
古
典
籍
Ｄ
Ｂ
﹈

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵　

総
合
図
書
館
所
蔵
古
典
籍
︵https://iiif.dl.itc.u- 

tokyo.ac.jp/repo/s/koten/page/hom
e

︶ 

﹇
東
大
図
Ｄ
Ｂ
﹈

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵https://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/

︶

早
稲
田
大
学
図
書
館　

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︵https://w

w
w.w

ul.w
aseda.

ac.jp/kotenseki/

︶ 

﹇
早
大
図
Ｄ
Ｂ
﹈

註１ 　

馬
渕
美
帆
﹁
英
一
蜂
﹃
画
本
図
編
﹄﹃
英
氏
画
編
﹄
の
出
版
事
情
︱
︱
板
元
・
大
野

木
市
兵
衛
及
び
大
岡
春
卜
﹃
和
漢
名
画
苑
﹄
に
注
目
し
て
﹂︵﹃
美
術
史
論
叢
﹄
三
八

号
、
二
〇
二
二
年
︶。﹃
画
本
図
編
﹄
及
び
そ
の
続
編
で
あ
る
﹃
英
氏
画
編
﹄
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
同
論
文
参
照
。
ま
た
、
馬
渕
美
帆
﹁
曾
我
蕭
白
と
英
一
蝶
﹂︵﹃
國
華
﹄

一
四
七
三
号
、
二
〇
一
八
年
︶・
同
﹁
曾
我
蕭
白
に
よ
る
英
一
蜂
﹃
英
氏
画
編
﹄
の
利

用
﹂︵﹃
美
術
史
論
叢
﹄
三
五
号
、
二
〇
一
九
年
︶
も
参
照
。

２　

註
1
前
掲
﹁
曾
我
蕭
白
と
英
一
蝶
﹂。

３ 　

加
藤
定
彦
・
外
村
展
子
編
﹃
関
東
俳
諧
叢
書
﹄
第
二
十
六
巻
︵
関
東
俳
諧
叢
書
刊
行

会
、
二
〇
〇
四
年
︶
一
〇
八
頁
。

４ 　

雲
英
末
雄
編
﹃
江
戸
書
物
の
世
界
︱
︱
雲
英
文
庫
を
中
心
に
た
ど
る
﹄︵
笠
間
書
院
、

二
〇
一
〇
年
︶
三
四
七
~
八
・
三
九
三
~
四
頁
。﹃
李
撰
文
選
﹄
解
説
は
池
澤
一
郎
・
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黒
川
桃
子
・
小
財
陽
平
、﹃
続
李
撰
文
選
﹄
解
説
は
池
澤
一
郎
の
各
氏
に
よ
る
。
た
だ

し
、
年
齢
や
地
名
な
ど
に
誤
り
も
あ
る
の
で
、
本
稿
に
記
し
た
内
容
で
指
摘
・
修
正
に

代
え
る
。

５ 　

註
4
前
掲
﹃
江
戸
書
物
の
世
界
﹄
を
参
照
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
雲
英
文
庫

本
︵
請
求
記
号
:
文
庫31

A
0351

︶・
同
中
村
俊
定
文
庫
本
︵
請
求
記
号
:
文
庫

18
00405

︶・
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
︵
請
求
記
号
:
ヘ05

01182

︶
を
調
査
し
た
︵
早

大
図
Ｄ
Ｂ
を
閲
覧
︶。

６　
﹃
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
﹄
第
六
巻
︵
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
︶。

７ 　

朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸
編
﹃
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目　

新
訂
版
﹄︵
臨
川
書
店
、

一
九
九
三
年
︶
一
三
〇
頁
。

８ 　

註
4
前
掲
﹃
江
戸
書
物
の
世
界
﹄
を
参
照
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
蔵
。

同
本
を
調
査
し
た
︵
東
大
図
Ｄ
Ｂ
を
閲
覧
︶。

９ 　

桜
井
武
次
郎
・
藤
田
真
一
・
清
登
典
子
校
注
﹃
蕪
村
全
集
﹄
第
八
巻
︵
講
談
社
、
一

九
九
三
年
︶
三
一
四
頁
。
藤
田
真
一
氏
に
よ
る
。

　

 　

ま
た
、﹃
猿
利
口
﹄
は
石
川
県
立
図
書
館
月
明
文
庫
本
を
調
査
し
た
。
石
川
県
立
図

書
館 SH

O
SH

O
 

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
︵https://w

w
w.library.pref.ishikaw

a.lg.jp/

shosho/digicolle

︶
を
閲
覧
し
た
。

10 　

清
登
典
子
﹁
蕪
村
と
江
戸
座
︱
︱
京
移
住
後
の
交
渉
︱
︱
﹂︵﹃
連
歌
俳
諧
研
究
﹄
六

二
号
、
一
九
八
二
年
︶︵
同
﹃
蕪
村
俳
諧
の
研
究
︱
江
戸
俳
壇
か
ら
の
出
発
の
意
味
︱
﹄

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
改
訂
収
録
︶。

11　

浅
見
美
智
子
編
校
﹃
几
董
発
句
全
集
﹄︵
八
木
書
店
、
一
九
九
七
年
︶
一
〇
〇
頁
。

12　
﹃
俳
文
学
大
辞
典
﹄︵
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
年
︶。

13 　
﹃
蕪
村
全
集
﹄
第
八
巻
の
翻
刻
に
よ
っ
た
。
な
お
、﹁
瓜
の
蔓
に
~
﹂
の
句
は
、
天
明

五
年
︵
一
七
八
五
︶
七
月
奥
書
の
高
井
几
董
﹃
新
雑
談
集
﹄
に
は
、﹁
あ
る
時
野
分
と

い
ふ
兼
題
の
会
に
﹂
の
前
書
と
共
に
嵐
山
の
句
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
註
11
前
掲

書
、
七
六
頁
参
照
。﹃
新
雑
談
集
﹄
は
、
香
川
大
学
中
央
図
書
館
神
原
文
庫
本
を
調
査

し
た
︵
新
日
本
古
典
籍
Ｄ
Ｂ
を
閲
覧
︶。

14 　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
本
︵
請
求
記
号
:A

00:6433

︶
を
調
査
し
た
︵
東
大
図
Ｄ
Ｂ

を
閲
覧
︶。

15 　
﹃
李
撰
文
選
﹄
巻
二
の
﹁
四　

送
三
六
味
翁ノ

之ク
ヲ二
三
芳
野ニ
一
序　

幷
仮
名
詩　

桃
渓
﹂

に
、
六
味
は
壮
年
の
頃
か
ら
白
髪
交
じ
り
で
他
人
も
自
分
も
﹁
翁
﹂
と
言
っ
て
い
た
、

と
あ
る
。

16　
﹃
む
か
し
道
﹄
は
、
跋
の
あ
る
下
巻
を
未
調
査
。

17　

山
口
大
学
図
書
館
棲
息
堂
文
庫
本
を
調
査
し
た
︵
新
日
本
古
典
籍
Ｄ
Ｂ
を
閲
覧
︶。

18　

早
稲
田
大
学
図
書
館
本
を
調
査
し
た
︵
早
大
図
Ｄ
Ｂ
を
閲
覧
︶。

19　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
本
を
調
査
し
た
︵
東
大
図
Ｄ
Ｂ
を
閲
覧
︶。

20　

註
1
前
掲
﹁
英
一
蜂
﹃
画
本
図
編
﹄﹃
英
氏
画
編
﹄
の
出
版
事
情
﹂。

21 　

岡
本
勝
﹃
近
世
三
重
の
俳
人
た
ち
﹄︵
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
︶﹁
青
木
桃
渓
の
こ

と
﹂。
ま
た
、
註
4
前
掲
﹃
江
戸
書
物
の
世
界
﹄
の
﹃
李
撰
文
選
﹄
解
説
も
参
照
。

22　

浅
野
松
洞
﹃
続
三
重
先
賢
伝
﹄︵
別
所
書
店
、
一
九
三
三
年
︶。

23 　

三
重
県
生
活
文
化
部
学
事
課
県
史
編
さ
ん
室
編
﹃
県
史
Ｑ
＆
Ａ
﹄︵
三
重
県
生
活
文
化

部
学
事
課
県
史
編
さ
ん
室
、
一
九
九
八
年
︶﹁
20　

津
藩
と
久
居
藩
の
職
制
﹂。
三
重
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵https://w

w
w.bunka.pref.m

ie.lg.jp/rekishi/kenshi/asp/Q
_A

/detail.

asp?record=129

︶
を
閲
覧
し
た
。

24 　

こ
の
他
、
明
和
元
年
十
月
刊
の
心
水
編
﹃
玄
冬
集
﹄︵
心
祇
一
周
忌
追
善
集
︶
に
﹁
信

州　

桃
渓
﹂
が
載
る
が
、
別
人
か
︵
関
二
十
三
、
二
二
〇
頁
︶。

25 　

久
居
藩
藤
堂
家
の
上
屋
敷
は
、
宝
暦
三
年
刊
﹃
宝
暦
武
鑑
﹄
に
よ
る
。
国
文
学
研
究

資
料
館
三
井
文
庫
旧
蔵
資
料
本
︵
請
求
記
号
:M

Y
-1201-111

︶
を
調
査
し
た
︵
新
日

本
古
典
籍
Ｄ
Ｂ
を
閲
覧
︶。
現
在
の
秋
葉
原
駅
の
北
東
に
当
た
る
。

26 　

桃
澤
如
水
﹁
曾
我
蕭
白
﹂︵﹃
三
重
県
史
談
会
々
誌
﹄
二
巻
一
一
号
、
一
九
一
一
年
︶

の
三
村
秋
良
に
よ
る
補
記
。
桃
澤
如
水
﹁
曾
我
蕭
白
﹂
に
つ
い
て
は
、
山
口
泰
弘
﹁
桃

澤
如
水
の
蕭
白
画
博
捜
﹂︵﹃
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要　

自
然
科
学
・
人
文
科
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学
・
社
会
科
学
・
教
育
科
学
﹄
六
五
号
、
二
〇
一
四
年
︶
な
ど
も
参
照
。

27 　

桃
澤
如
水
﹁
曾
我
蕭
白
︵
其
二
︶﹂︵﹃
三
重
県
史
談
会
々
誌
﹄
三
巻
一
号
、
一
九
一

二
年
︶。

28　

註
1
前
掲
﹁
曾
我
蕭
白
と
英
一
蝶
﹂。

29　

註
4
前
掲
﹃
江
戸
書
物
の
世
界
﹄
の
翻
刻
に
よ
っ
た
。

30　

註
1
前
掲
﹁
曾
我
蕭
白
と
英
一
蝶
﹂。

　

本
研
究
はJSPS

科
研
費JP18K

00190

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


